




目標を持ち、生徒それぞれに合った体力向上を進めていく。 

○持久力の維持・向上 

・授業始めの外周走(約 700m)や時間走では、設定タイムを各自で設定し、体力の向

上について、数値として残していく。また、単にタイムの向上を目指すだけではな

く、疲れない走り方や呼吸の仕方など、技術としての持久力の向上を進める。距離や

設定ペースを変えたり、あえてゆっくり LSD で走らせたりと走らされる授業ではな

く、個々の達成感を感じさせられる工夫をしていく。 

・準備体操では、３分間の体操ダンスを用いて、体操の中でも体を動かして体力向上

を図る。 

○柔軟性の向上 

 ・やみくもにストレッチを行うのではなく、動的なストレッチや種目に応じたストレ

ッチ動作を用いて、行うことへの必要性を感じさせる。また、体力テスト項目である

前屈については、股関節の可動域と肩関節の可動域を中心にストレッチ動作を日々取

り入れ、年間を通して柔軟性の向上を図る。 

○握力の向上 

 ・握力向上の時間の設定（高鉄棒にぶら下がる） 

○スポーツに対する興味・関心の向上 
・各領域での大会を設定し、ただの運動ではなく、楽しみや達成感を目的とした体育

的行事を通じて学級，学年，学校全体の団結を図る。 
○楽しさに気付く機会を増やす 
・「する・みる・支える・知る」の様々な視点で運動の楽しさに気付くような授業作り

を行う。 
○生徒主体の授業づくり 
・体育の授業に対するアンケートを実施し、体を動かすことが好きな生徒も嫌いな生徒

も意見を出し、体を動かすことが得意でも苦手でも、「体育が好き」な生徒を増や

す。 

○部活動やクラブ活動について 

・地域クラブ活動担当を設け、地域と連携を取りながらスムーズな地域クラブ活動 

への移行を目指す。 

・学校内の活動や成績について、取り上げお互いの努力を尊重できる機会を設ける。 

主体的・協働的に運動に取り組む生徒の育成 


